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三重津海軍所跡（佐賀県）を含む 8県 23資産 

「明治日本の産業革命遺産」世界遺産に正式決定 
7月５日（日）、ドイツ・ボンでの 

第 39回ユネスコ世界遺産委員会にて 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ドイツのボンで開催中の国連教育科学文化機関（ユネスコ）の第 39回世界遺産委員会は

7 月５日（日）、佐賀県佐賀市の三重津海軍所跡など８県 23 資産で構成する「明治日本の

産業革命遺産」の世界文化遺産への登録を正式決定しました。 

 

 日本の世界文化遺産は 15件目で、「富士山‐信仰の対象と芸術の源泉」（山梨県・静岡県）、

「富岡製糸場と絹産業遺産群」（群馬県）に続き 3年連続。自然遺産も含めた世界遺産では

国内 19件目で、近代の「産業遺産」が登録されるのは昨年に続き 2度目となります。 

 

 産業革命遺産は三重津海軍所跡のほか、官営八幡製鉄所（北九州市）や三菱長崎造船所

（長崎市）等、製鉄・鋼、造船、石炭産業に関する、幕末から明治にかけての重工業の分

野の資産を中心に構成。わずか 50年余りという短期間で、西洋技術を積極的に改良して日

本のニーズや社会の伝統に適合させることにより産業化が達成されたことを示す遺産とし

て評価されました。 

 

 三重津海軍所跡は、幕末佐賀藩の海軍の拠点で、国産初の実用蒸気船「凌風丸」を建造

するなど、近代的造船業の礎となったことを今に伝える遺産。長崎警備を担当していた佐

賀藩の藩主鍋島直正が進めた近代化事業の一つで、優秀な技術者が集い、その中には後の

東芝の創業者となる「からくり儀右衛門」こと田中久重氏も製造に従事していました。 

 

日本の伝統的土木技術と、西洋の技術の融合により構築された国内最古のドライドックの

一部が地下遺構として現存しています。 

速報 

幕末佐賀藩の海軍拠点だった三重津海軍所（イメージ画像） 

ここで国産初の実用蒸気船「凌風丸」を建造。 

建造には東芝創業者田中久重氏も従事した。 

 

保護のため遺産は地中に現存、現在は公園になっている。 

双眼鏡型スコープを覗くと、約 160年前の三重津海軍所 

が CGで再現される。=佐賀市諸富町・川副町 

 

 

 

 

 



 この地下遺構は、保存上の問題から、常時公開して実物を見せるという方法がとれない

ことから、佐賀県では今年 4月下旬に、海軍所跡及び隣接する佐野常民記念館で、「三重津

タイムクルーズ」という約 160年前の施設の様子をコンピューターグラフィックス（CG）

で再現した映像を無料で体験できるサービスを開始。 

 

現在公園になっている海軍所跡の 5つのポイントで双眼鏡型の VRスコープをのぞくと、

音声ガイドとともに、船を修理するドライドックや藩士たちが射撃や船の操縦などの訓練

を行った稽古場などの 360度のパノラマ映像で当時の様子がイメージできます。 

 

 また、館内１階に設置されたヘッドマウントディスプレイ（オキュラスリフト）６台で

鑑賞できる動画は、藩士たちが行き交う約１６０年前の三重津海軍所の熱気が表現された

最新鋭のバーチャルリアリティ（VR）動画映像体験がどちらも無料で楽しめるようになっ

ています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 約 160年前の三重津の熱気を体験できる   ヘッドマウントディスプレイを装着して 

    最新鋭の 360度の VR映像          幕末にタイムクルーズ 

 

◇佐賀県「三重津海軍所跡を世界遺産へ」オフィシャルサイト  

  http://www.pref.saga.lg.jp/sy-contents/sekai-isan/ 

 

◇明治日本の産業革命遺産 九州・山口と関連地域 オフィシャルサイト  

  http://www.kyuyama.jp/index.html 

 

 
本件に関する『報道関係の方』からのお問い合わせ先 

 
■本リリースについて 
 

佐賀県 文化課 世界遺産推進室  

TEL：0952-25-7253 ／ E-mail: bunka@pref.saga.lg.jp 

 

■オフィシャル映像素材について 

佐賀県 統括本部 危機管理・広報課 東京オフィス  

TEL：03-6418-8329 ／ E-mail：kiki-kouhou@pref.saga.lg.jp 
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